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西ドイツ低開発国援助関係機関の概要

I 低開発国関係機閃の性格

ドイツの低開発国援助は1961年を迎えて活発化し，画

期的段階に達したといわれる。その理由は，前回の報告

（注 1)でも触れたように国の内外から生じている。

その第 1は，国内的要諮として，巨大な外貨菩梢を擁

する西ドイツはイ ンフレ化の危機を防ぐ必要性がきわめ

て大きい。このためこれを低開発国援助に振り向けよう

とする考えが生まれてきた。これは輸出市場としての将

来性とも多かれ少なかれ結び付くものである。しかし

かかる要請から出発した低開発国援助が， 目前の輸出振

典と必ずしもすぐ結び付くものでないことは興味ある事

実といえよう。むしろ逆に輸出超過からくる巨大な蓄放

を防ぐために輸出と結び付かない方策が検討されてい

る。 DerBumerang-Effekt des Kapitalexportsと呼ばれ

るものがそれであ り， どの資本鍮出も Bumerang（注2)

のような効果をもち，資本輸出国にはねかえってそこに

輸出商品への需要を生み出している。したがってこれを

いかにしたら避け うるかという議論が生まれてきたので

ある。輸出効果を伴わない低開発国援助が検討されてい

る底には，上記のような強い国内的要請が存在している

と考えられるのである。

その第2は国外的要請である。西ドイツの輸出超過が

構造上のものか為替レートに由来するかはしばらくおく

としても，世の注目を浴びざるをえないアメリ カの ドル

防衛にドイツがその一役を買ったのもその一例である

が，当のアメリカはドイツにかねてより低開発国援助に

より多くの貢献を期待してきたのである。 OEECがその

改組を前にして行なったドイツ経済政策批判も，主とし

てふくれ上がった外貨保有を指してのことであった。外

からの要請として低開発国援助はより大きなものたらざ

るをえないのである。

大きく分けて，以上のような理由のもとに低開発国援

助はまさに始められようとしている。しかしなおそれは

第一歩を踏み出したというにとどまり，その実際的展開

はこれからである。

今回は，おもにかかる初期段階にある低開発国援助を
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多かれ少なかれささえ，あるいは促進する助けとなって

いる諸機関について簡単な紹介を試み，その体制につい

て若千の考察を行なうこととする。

ーロに低開発国関係機関といっても， 0)ちに触れるよ

うに多くのものを包含し，その性格を一概I！こ規定するこ

とはできないが，低開発国援助の初期段階とも対応し，

多かれ少なかれつぎのようなi虹各を具有するということ

ができよう。その第1は比較的公共的性格が強いこと，

第2は啓蒙的 ・研究的性格が浪厚なこと，第 3は機関相

互の連絡と協力がなお十分でないことである。

1 公共的性格

低開発国援助はいうまでもなく 1つの援助であり，い

きおい政府援助という形態をとらざるをえない。そこか

ら低開発国援助とそれの関係機関の性格は少なからず規

定されてくる。営業的目的に発するものはほとんどな

く，公共的であることをみずから規定するほか，規定し

ない場合でも明らかに公共的利益に奉仕する ものが大部

分である。そのような機関の公共的性格はその資金の出

所とも関係があり，政府の補助金を仰いでいるものがか

なり存在するという事実ともつながりをもっている。

低開発国援助の実施機関としては，まぐちの計画面を

担当するものとして政府機関がある。経済省，外務省お

よび大蔵省をJ頁点とし， 経済省の下にはこれらの問題を

おもに担当する工業庁 (Bundesamt fur gewerbliche 

Wirtschaft)がある。さらに資本援助の実務を担当する

復興金融金庫 (Kreditanstaltfur Wiederaufbau)は政府

出資の機関であり，技術援助の実際面を担当するドイツ

経済開発信託会社 (DieDeutsche Wirtschaftsforderung 

und Treuhandelsgesellshaft)にしても政府資金がかなり

投入されている。またアーヘンの国際的技術協力研究所

は地元の州政府の援助のもとに設立されたものである。

その他の諸機関I’こして も，多かれ少なかれ政府の援助を

受けているものが少なくない。このことは低開発国援助

がもつ重要性を物語るとともに，低開発国援助をめぐる

研究と業務が公共的性格を有しているという事実に発す

るものであろう。
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2 啓蒙的ないし研究的性格

低開発国援助は，その呼び声に比べその実鎖のうえで

はなお緒についたといえるにすぎない。むしろ低開発国

援助の必要性を広く啓発し，これを推進する甚礎を作る

必要性がなお大きいともいえよう。この低開発国関係機

関には啓破的性格があり，研究ないし調査的性格が濃厚

でもある 。 政府機関を除くと一~その使命とも関連する

が一~低開発国ないし低開発国援助の諸条件を吟味する

という段階であり，その具体的方策の検討にまでは及ん

でいない。しかも検討の視点は資料収集という調査的観

点が強く，資料収集も必ずしも系統的 ・組織的とはいえ

ない面が指摘できよう。研究，調査も実証分析が中心で

あり，理論的分析は比較的乏しいという事情にある。低

開発国援助のもつ理論的意味， 資本移動としての低開発

国援助のモデルの設定などはまだ未開拓の分野に属して

いる。

以上のことは，低開発国援助が実際的要求から生まれ

たものであり，理論より実際の要請，特に強い道徳的要

請に発したものであることを裏書きするものでもある。

低開発国援助はすぐれて政治的なものであり，理論の外

にあるとの意見も皆無ではない。理論ではなく政策であ

るとの意見がそれである。この意味で霊要な役割を有す

るのが後進国財団であろう。ここでは実際的要請に直接

奉仕し，低開発国からの専門家の受け入れおよび教育の

実施， ドイツから派遣する専門家の予備教育を実施する

センターとしての役割が負わされている。アレキサンダ

ー・フォン・フンボルト財団， ドイツ学術交換協会，海

外協会などが行なっている比較的仲介的•あっせん的役

割とは違って，ここでは直接実務を担当している。今後

この種機関の指磁的・中心的役割を果たすものと思われ

る。なお地域別団体は輸出商社や関連業者の集まりであ

ることが多く，その役割も加盟員に対する情報の提供が

主となっている。

3 体制上．の問題

低開発国関係機関はなお組織化されつつある段階にあ

る。いわゆる研究機関については経済研究所連合体(Die

Arbeitsgemeinschaft Deutscher Wirtschaftswissenschaft-

licher Forschungsinstitute)を中心に共同の研究体制が

しかれている。このことは低開発国関係の研究について

も全体の中の一環という意味がいささかもそこなわれて

はいない。しかしいわゆる研究機関以外の低開発国関係

機関については目下のと ころこのよ うな連合体は存在し

ていない。 1つにはその性格の多様性と活動領域の相違

に由来すると思われるが，協力体制は部分的でしかない。

いわゆる後進国財団にはいくつかの同種機関が協力して

おり，あるいはこの機関を中心に今後協力体制が賂備さ

れるかもしれない。

以上のことは政府機構のうえにも現われている。実施

面は工業庁に一本化されているが，計画面では経済，外

務，大蔵および管財の各省がその権限を有し，調整上の問

題が残されている。低開発国援助が活発化し財源が多様

化するにつれ，機構のうえでの組織化が必要になってく

るものと思われる。昨年末いわゆる各省委員会が設個さ

れたのもこの例であるが，なお問題は残されている。以

上のような意味から，低開発国関係機関についてはまず

もって体制上の墜備が必要であるように考えられる。

（注 1) 田中誠一郎稿， 「ドイツにおける後進国援

助の思想と理念」， 『アジア経済』（アジア経済研究所

機関誌），第2巻第 2号， 26ページ。

（注2) Bumerangはオーストラリアの土人の狩猟

遊戯用の木製飛び道具で，的をそれると投者に舞いも

どって くるといわれる。

II 政府機構の概要

低開発国援助関係の政府機構の解説にはいる前に， 連

邦識会についてみると，識会には多くの関係委員会が存

在している。外務委員会 (AusschuB fur auswartige 

Angelegenheiten)，経済委員会 (Wirtschaftsaussch uB), 

予算委員会 (HaushaltsausschuB)，貿易委員会 (AuBen-

handelsausschuB)，農村委員会 (AusschuB fiir Er-

nahrung, Landwirtschaft und Forsten)および文教委

員会 (AusschuBfiir Kulturpolitik und Publizistik)がそ

れである。特に外務委員会の下部委員会である外国の経

済発展に関する委員会 (Wirtschaftsentwicklungfremd・

er Vi:i1ker) は，直接的に低開発国の問題を扱い，低開

発国援助に対する立法の準備はおもにここでなされてい

る。この下部委員会は外務委員会に公式に属するが， 上

記諸委員会と実質的な協力関係をもっているといわれ

る。

ところで政府機楷のう えでは経済省，外務省および大

蔵省が主禅的地位を占め，管財省がこれに参画する形を

とっている。管財省は後進国援助に大きなウェイトを有

するマーシャ ル基金の所管官庁として，後進国援助にひ

と役買っているものである。政府機構は体制のうえでは

管財省を除けば日本とほぼ同一であるが，大蔵省はその

権限が日本と異なるため日本におけるほど重要な役割を
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演じていない。

1 各省委員会

各省問の横の連絡機関としては，従来低開発国問題の

作業グ）レープ (ArlieitsgruppeEntwicklungsl甘ncler)が

存在し，経済省および外務省の交替の議長のもとで連絡

の緊密化を図ってきた。しかしおりから増大 した低開発

国援助の必要性にかんがみ，1960年末新たに経済省およ

ぴ外務省の提案になる各省委員 (InterministerielleLen-

kungsausschuB)が設欝された。経済相エアハルトが11

月18B言明したよう に， この委員会は低開発国援助の統

一性をそこなわないために生まれた ものであった。低開

発国援助の統一性が，その財源の多様性のゆえにそこな

われるおそれがあったからである。ちなみに1961年度の

財源として予定されているものは，（l）マー シャル基金，

(2)フォルクス・ ワーゲンの私有化に伴う剰余金，（3）国家

財政，（4）産業界からの貸 し付け，（5）連邦および州のクレ

ジ） 卜， （6）復郎金融金庫の私有財産，（7）賓本市場の多き

に達している。

本委員会は，国際機関および友好諸国との緊密な接触

のも とに種々の課題を共同で検討し，低開発国援助を統

ー的概念のもとに指蒔してゆくことになっている。 1月

に第 1回会合を開き， 2月には双務的財政援助の原則が

検討された。今後の活動に寄せられる期待は大きい。

2 、関係各省の機楷

(1) 経済省 (Bundesministeriumfi.ir Wirtschaft) 

経済省は経済の領域 (<lasGebiet cler Wirtschaft)に

おけるすべての問題を扱い， すべての経済政策において

指導的地位を有するものである。経済省は 6局から成

る。第 1局は経済政策（Wirtschaftspolitik) を担当する

が， このうち第 1課は経済政策の基本問題 (Grunclsatz-

fragen der Wirtschaftspolitik)を担当としている。こ こで

は外国経済の経済政策的基本原則 (Wirtschaftspolitische 

Grundsatze cler AuBenwirtschaft) も所管し，関係深い

課の 1つである。 第2課は一般的な中小企業問題，経済

開発手工業商業工業および技術 (allgemeineMittel-

stanclsfragen, Wirtschaftsforderung, Handwerk, Handel, 

Gewerbe, Technik)，第 3局は鉱業，エネルギーと水経

済，鉄鋼，石炭，鉄鋼共同体（Bergbau, Energie-uncl 

Wasserwirtschaft, Eisen und Stahl, Europaische 

Gemeinschaft fi.ir Koble uncl Stahl)，第4局は製造業

(Gewerbliche Wirtschaft)をそれぞれ担当し，低開発国援

助との直接的関係は少ない。第5局および第6局が深い
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関係を有している。第5)局は外国経済 (AuBenwirtschaft) 

を担当し，第 1課は貿易政策 (Handelspolitik)のほか，

直接低開発国 (Entwicklungsliinder)，資本移動 (Kapital-

verkehr)をも扱っている。第2課は共同体以外の諸国と

の経済関係(Wirtschaftsbeziehungenzu Landern Au(3er-

halb des EZU-Raumes)を扱い，この中には東南アジア，

中近東諸国との経済関係も含まれている。第 6局は貨幣

および信用 (Geldund Kreclit)を所管 し， このう ち第2

課は金融と保険(Finanzierungenuncl Versicherungen) 

を担当している。 翰出金融 (Exportfinanzierungen)の

ほか，IFC,IMF,．世界銀行も担当し， さらに在外資産

(Auslandsvermogen)も所管事項とされている。

(2) 外務省 (AuswilrtigesAmt) 

対外関係を担当し， 7局から成っている。第 1局は庶

務， 総務的事項で，第2局 (WestI)第3局 (WestII)は

西欧，米州，恢州を所管 している。第 4局は貿易政策

(Handelspolitische Abteilung)を主管している。 双務的

ないし国際的経済関係の基本問題 (Grundsatzfragender 

zwischen uncl uberstaatlichen Wirtschaftsbeziehungen), 

世界およびヨー ロッパ以外 の諸機関 (Weltweiteuncl 

au(3ereuropaische wirtschaftliche Organisationen)，低開

発国との協力 (Zusammenarbeitmit den Entwicklungs-

l且ndern)と低開発国援助の主管局でもある。さらに第5局

は法律関係 (Rechtabteilung)，第 6局は文化関係(Kultur-

abteilung)に分かれている。第7局がいわば地域別担当

局 (Ostabteilung)で，東欧のほかに東南アジア，中近東，

極東も所管事項の 1つである。 局別の所管が多少事項

別，地域別に交錯しているが，第4局は低開発国に対す

る政策面，第7局は諸国事情という分担である。

(3) 大蔵省 (Bundesministeriumfur Finanzen) 

大蔵省の任務は2つのグループに分かれている。第 1

のグルー プは国家予算であり， 予算案の作成がその主要

な仕事とされている。第2のグループは財政管理で，関

税，国内税関係がこれに該当する。 6局から成り，第 1

局は外務省と同様庶務，総務的事項を担当している。第

2局が国家予算 (Bundeshaushalt)で，第2課の所管事項

には低開発国援助の主要な一現をなしている マーシャ

ル・プランがはいっている。第 3局は関税，消費税，独

占(Zolle,Verbrauchssteuern)を所管 している。 第2課

は関税，輸出入手続き，貿易政策 (Zolle,Ein-und Aus-

fahrverfahren, ・ Handelspolitik)でことに低開発国と深い

関係を有する。第 4局が税一般 (Besitzund Verkehr-

steuern)で比較的関係がないが，第5局はきわめて深い
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関係を有する。偵務，一般的ないし国際的金融問題，諸国

との金融閲係および経済開発 (Schuldwesen,allgemeine 

und internationale Finanzierungsfragen, Finanzbezie-

hungen zu den Landern Wirぉchaft-Forderung)を所

管し，第 1課では狡本移動， IMF,世界銀行などの国際

機関がその権限に屈し，第 2課には低開発国に対する援

助基準 (HilfsmaBnahmefur Entwicklungslancler)がそ

の所管の 1つにあげられている。第6局は戦争の清符業

務その他で低開発国とは直接の関係がない。

(4) 農林省 (Bundesministeriumfur Ernahrung Land-

wirtschaft uncl Forsten) 

栄猜，．殷業および林業をその対象としている。 7局か

らなり，第 1局は庶務，総務的事項を扱い，第2局が股

業生産 (LandwirtschaftlicheErzeugung)，第3局が栄祖

経済 (Erniihrungswirtschaft)，第4局が牒業制度 (Agrar-

wesen)，第5局が森林，木材 (Forstund Holzwirtschaft), 

第6局が経済観察および計画 (Wirtschafts beo bach tung 

uncl Planung)，第 7局が外国貿易 (AuBenhandel)を所

管している。

以上のうち第 6局で一般的な翰入ないし供給計画

(Allgemeine Einfuhr,und Versorgungs Programme)お

よび国際的な栄壺計画 (International ernahrungswirt-

schaftliche Planung)を扱い関係を有するほかは，もっ

ばら第 7)首）に集中されている。第 7局は第 1課が外国貿

易の基本問題のほか国際機関を対象とし， さらに国別に

その経済関係を担当している。 第2課は外国貿易法規，

閲税，為咎政策などを所管しているが，その中には低開

発国援助 (Hilfefur Ent:vvicklungslander)も明示されて

いる（注 3)。

(5) 管財省 (Bundesministeriumfiir wirtschaftlichen 

Besitz des Bundes) 

管財省の任務は本来国有財産の管理，国有企業の迎営

および国家の建造物の保全などにあるが，マーシャル基

金の運営がその主要使命の 1つとされている。このマー

シャル基金の管理は第2局で扱っている。第2局の所管

事項は迎邦およびマーシャル基金に対する関与 (Beteili-

gungen des Bundes und ERP-Sondervermogen)であ

る。マーシャル甚金管理法(ERP-Verwal tungsgesetz)に

基づいて会計，出納，計算を含めたマーシャル基金の管

理，マー シャ ル経済計画のわく 内での投狩および補助政

策の作成と実施がそのおもな任務である。なおマーシャ

ル甚金の運用は国家予算の一躁として大蔵省がタッチす

ることはすでにふれたが，このための各省委員会 (Inter-

ministerieller ERP-Ausschuf3)も設けられている。

(6) 工業経済庁 (Bunclesamtfor gewerbliche Wirt-

schaft) 

1954年設立されたもので，その任務は広く，輸出入お

よびオス ト・ ブロックとの貿易に関する事項一般である

が，低開発国援助に関しては双務的および多角的技術援

助をその使命としている。双務的技術援助は1956年に開

始されたが，その手続きは通常つぎのような過程をへて

行なわれている。まず低開発国の希望が当該国の在外公

館ないし外務省を通じて表明され，ここにはじめて活動

が開始される。案件はすでに述べたような関係各省の間

で板討されて政府決定となるが，製造業の領域では経済

省， その執行機関としての工業経済庁が責任を負うこと

になっている。この双務的技術援助は第3局第 7課の担

当である。つぎに多角的援助についてみると，元来西 l、9

イツのこの面での寄与は殷業によるものであり，東ドイ

ツよりの専門家に依存する面が大きかった。工業の分野

では1953/54年度に始まったが，当時は規模も小さく，ド

イツ経済合理化局 (<lasRationalisierungskuratorium cler 

Deutschen Wirtschaft)がもっばらその衝に当たってい

た。 1955年以降工業の分野でも援助活動が活発化するに

つれ，ことにアメリカのThirdCountry Training Pro-

gramsの実施に伴い所管も工業経済庁に移されることに

なった。 1959年に移管が行なわれたが，第 3局第8課が

これを担当している。ここでは専門家カード組織が磁入

され事務の能率化を図っている。

（注 3) 農林省が低開発臣l援助に呆たす役割は今日

では大きなものてはないが，古く双務（i勺技術援助は農

林業をもって始められた点は注目されよう。

m 低開発国援助関係機関

現段階の低開発国援助は，調査と実施とが必ずしも明

確でない分野もあるが—特に実施機関が同時に調査研

究を行ない，調査研究機関も同時に援助的活動を行なっ

ているとい う意味において―ー応分けて考えるのが便

利である。またここでいう低開発国援助には資本的援助

および技術的援助を含むことはもちろんであるが，直接

的な援助のみならず資本財輸出を促進するものまでを広

く対象としている。 他方技術援助でI，ま，直接的なものば

かりでなく留学生の受け入れのあっせん，言語教育をも

含めて考察することとする。したがって前者には輪出金

融株式会社を含め，後者にはアレキサンダー・フンポル

卜財団を含めている。
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1 資本援助，庫裔出金融関係機関

(1) 復興金融金庫 (Kreditanstaltfor Wiederaufbau) 

復興金融金庫は1949年ドイツの経済復興を本来の目的

として創設された公法人である。本甚金構想は当時の占

領軍である米英軍から提示されたといわれるが，当時の

マーシャル復典計画の童要な一典をになうものであっ

た。 1950年以降の業務は輸出金融にまで拡大されたが，

その後，後述の輸出金融株式会社が設立されるに及んで

ここにその業務は移された。しかしふたたび長期輪出金

融に対する高まりゆく要請にこたえて， 1955年から 4年

を越える輸出金融を取 り扱うに至った。 1958年以降は低

開発国の政府，公共団体に対する融資も担当している。

復興金融金庫法(Gesetzfor Kreditanstalt for Wieder-

autbau) によれば金即の任務はつ•ぎのよ うに規定されて

いる（第3条）。すなわち第 1に他の金融機関が必要な金

融を行ないえない分野に対し，長期および中期の金融を

行な うことによ って復興計画の実施をできるだけ可能に

すること（鉗し付けには直接ないし間接に物的保証ある

いは金融機関の1費務保証が必要）。第2に国内企業の輸

出取 り引きのために貸し付け，保証， 為替の売買を行な

うこと（注4)。後者が低開発国援助に重要な一炭をになう

ものであることはいうまでもない。

機関としては理事と管理委員会とがあり，理事は最低

2人（管理委員会からの構成員を 1人送りこむことがで

きる）で，事業運営と財政管理をその任務とし代表権を

有する。管理委員会は金融関係の専門家で政府が任命し

た議長のほか大蔵，経済，農林，管財，交通の各大臣の

ほか，連邦参議院，金融，産業関係などの代表者で構成

されている。その任務は事業運営および財産管理の監督

にある。

(2) 輸出金融株式会社 (AusfuhrkreditAktiengesell-

schaft) 

1952年フランクフルトに創設された。戦前類似の輸出

銀行 (DeutscheExportbank)が1884年資本金25万ドイ

ツ・マルクで設立された例があるが， これは失敗に終わ

り， 1900年に破産の疵き目にあっている。こうした先例

もありこの会社の設立にはかなりの困難が伴っていた。

しかし贅同者がしだいに増加し， ドイ ツ中央銀行， 復輿

金融金庫との了解もなって難産のすえ誕生した。当時経

済省はかなり批判的立場にあったと伝えられている。

ところで本会社は長期および中期の輸出取り引きの金

融を行なうことを目的としている（注5)。その楷成は23行

恥

（私立銀行9行， 地方銀行11行， 大銀行3行）で，資本

金2000万ドイツ ・マルクである。 貸し出 しはだいたい輸

出業者が親銀行を通じて行なうが，これはA, B両わく

に分かれている。 Aわくは参加諸銀行の拠出したもので

あり， Bわく は復典金融金庫から引き継いだものである。

利子はいずれも変動するが， Bわくは少なくともドイツ

中央銀行の割引率を上回るよう規定されている。

機関としては理事と監査役会があり，理事は少な くと

も2人以上でその任命は監査役会によって行なわれてい

る。理事は会社を代表する。一方監査役会は少なくとも

6人で，その任務は主要事項，たとえば不動産の取得，

借り入れ金，保証の授受などを対象としている。この監

査委員会にはその実施委員会として Arbeits-und Per-

sonalausschuBがある。この実施委員会は監査役会の中

から選ばれるが，その任務は監査委員会の決定を準備し，

その実施を監督することにある。また全体の融資申し込

みの事前審査機関としては KreditausschuBがおかれて

いる。 この楷成は監査役会委員長およびその代理人と，

監査役会および株主から選ばれた少なくとも10人から成

っている。しかしその半数は藍査役会から選ばれたもの

でなければならない。

(3) 輸出信用保険

輸出保険制度は1949年「輸出保証の引き受けに関する

法律」で創設されたものである。この実務はヘルメス保

険株式会社 (HermesKreditversicherungs-AG)，ドイツ

信託監査会社 (DeutscheRevisions-und Treuhand-AG) 

に委託されている。前者は海外の民間業者と の取り 引

き，後者は外国の政府や公共機関との取り引きについて

の保険の引き受けを代行するもので，前者の比重がいう

までもなく高い。 ヘルメス保険会社の歴史は古く， 当初

(Hermes Kreditversicherungsbank-AG)と称され，ベルリ

ンに事務所を有していたが，1949年にハンブルグに第2

事務所が創設された。 この資本金の60％は Mlinchener

Ruckversicherungs-Gesellschaftの所有である。

2 低開発国との連携強化，技術協力関係機関

一ー政府関係ー一

(1) ドイツ後進国財団 (DieDeutsch Stiftung £or Ent-

wicklungslander) 

1959年ベルリンに創設され，当初の出資金は50万ドイ

ツ・マルクで，マーシャル基金から支出された。その目

的は，相互に経験を交換しあうという原則にのっとり，

西ドイツの低開発国に対する経済的 ・社会的および文化
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的諸関係を促進するこ とにある。 この目的達成のためつ ー一民間一一

ぎのよ うな事業を行なっている。 (l) アレキサンダー・フォン・フンボルト財団 (Alex-

（イ） 低開発国からの職業人に対するゼミナール anc_ler von Humboldt Stiftung) 

（口） 低開発国， 西 ドイ ツおよびその他の諸国からの この歴史は古く，1952年外務省の発起で設立された。

学者， 専門家の経済的・ オ·•|•会的およ び文化的諸問題に この目的は奨学金制度により人種， 宗教および世界観(I)

関する意見交換のための会合併I催 弟別なく外国の若い学者に ドイツの教育研究機関で学問

り 低開発国におもむくドイ ツの専門家の教脊 的索投を探める機会を与える ことにある。奨学生の60%

このよ うな活動は低開発国に対する援助は投資の促 は低廿訪発国からの もので，この意味で低開発国の発展に

追知識の談渡だけで十分ではなく， 個人の力を伸ばす 寄与していることは見落とせない。基本財産は5000ドイ

ことが必要であるとの思想に甚づくものである。ちなみ ツマルクであるが， 金融の大部分は政界から行なわれて

に最初のゼミ ナールのテーマはつぎのよ うたふのであっ いる。 理事会には外務大臣および内務大臣が政府を代表

た。 し，州からは各州文部大臣会議の議長が参加し，大学か

（イ） 農業協同組合制炭 らは西ドイツ校長会蔽の議長が加わっている。 奨学金は

（口） 戦業訓練および職業学校制度 現在月額600ドイツ ・マルクで，250人の奨学牛に与えら

り人口発展および公共健康施設 れている。

（二） 国民学校および高等学校の組織と方法論 （2) ドイツ学術交換協会(DerDeutsche Akademische 

困 林業問題 A ustauschdienst) 

付 自治団体の連営間赳 1924年に創設されたが， 1950年文部大臣および大学の

これらの活動と並んで，財団自身の準備的活動として 校長会議の決定に基づいて新たな基礎を確立した。 その

学生，実務家の教育計画の検討，低開発国および低開発 目的はドイツ と外国の大学の間の学術的関係の促進であ

国援助についての ドイツの出版物の）四集も 行 な ってい る。特に最近はその阻点が後進国に向けられている とい

る。またドイツの奪門家のカード式索引および低開発国 われる。 この目的逹成のためつぎのよ うな事業を行なっ

についての国別紹介も行なっている。この種機関として ている。

は中心的な地位を占め，他機関との協力が図られつつあ （イ） 外国との問の購師の交換。ことにドイツ語諧師

る。 協力の11府は広く， 教会，協同組合から一般研究団体 を外国，特に低併］発国に最近多く向けている。

に及んでいる。 （口） UNESCOの ドイツ事務局の一部 として協力

本財団の運営は協厳団 (Kuratorium)によ って行なわ し， ユネスコ奨学生としてきた学生の世話も行なって

れている。この協議団は12人から成り，8人は政界， 経 いる。

済界および学界，残りは管財省，外務省，経済省および （I} 外国および ドイツの学生に対する 奨学金の供

股林省の代表者で描成されている。 協議団の使命は独立 与。このうち50％以上は低開発国からの留学生で占め

して自已の衰任において財団を指導する ことにあり， そ られている。

の諮長が法律上も法律外においても財団を代表 して い に） 実務家の交換。国際的な実務家交換のわく 内で

る。また協談団は1人あるいはそれ以上の業務執行者を (International Association for the Exchange of 

選任 し， 業務執行者は協議目11•こよっ て決め られた業務規 Students for Technical Experience) ドイ ツの技術，

則に従って業務を執行している。なお特に財団の仕事を 自然科学，殷業の分野の研究者に2~4カ月外国で働

準備するに際し協議団に勧告するため顧間がおかれる。 ＜機会を与える反面，外国の実務家にも同じよう な機

(2) ドイツ経済開発信託会社 (Die Deutsche Wirtー 会を与えている。

schaftsforderungs und Treuhandelsgesellschaft) 困 研究旅行の実施。ドイツの外国関係の大学グル

工業庁の担当する技術援助の実務はここに委託されて ープに教授の指溝のも とに而外に旅行する椴会を与え

いる。 1959年 3月現在の賓本金は 130万 ドイツ ・マルク ている。

で， この うち90万 ドイ ツ・ マルクは政府の出資によるも い ィン フォメ ーシ ョンの供与。 ドイ ツおよび外国

のである。1958年における検森委託は28.6％を占めてい における勉学の可能性， 条件などにつぎ情報を提供し

るが，その他の実務も行なっている。 ている。

8I 
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機関と 1ては協戒団があり、外務，内務，経済，労働，

厚生各省の代表者など各界の代表17人と，会員から避ば

れた 9 名で構成ざれてし、 1、・） ，， 協会に対する勧告総会：~­

対する提案などの権限を有する。理事は協会を代表する

が， この中には 5人までの外国で働いた経験を有する者

と， 2人の学生代衷が加わっているのが特色である。な

お会員は学校関係のttか，西ドイツ校長会談の学牛がそ

の資格を有している。資金は関係各省， 州のほか，UN

ESCOなどから供給されている。

(3) 海外協会 (DasInstitut fi.ir Auslanrlsbeziehungen) 

その歴史は古く， 1917年外国との文化的交流を促進す

るため創設された。名称も当初 Museum und Institut 

zur Kunde des Au~landsdeutschtum und wr Forclerung 

Deutscher Interessen im Auslandと呼ばれ， その後の

一時期にはDerDeutsches Auslancls Institutとも称され

た。その活動範囲は広いが，規約にはその使命をつぎの

ように明記している。

（イ） 外国に対する認識を深め，外国に対する友好関

係の確立に寄与すること。

（口） 国際的協力関係を深め，国際的会合を開催する

こと。

り 国際的文化協定の締結を促進し，その実施を助

けること。

（二） 移民について協力すること。

困外国からの客にドイツの諸事情を教育するこ

と。

本協会は公法人で，管理委員会には連邦識会の海外委

員会，外務省，内務省，パーデン・ヴェルデンプ）レグの

州談会の文化政策委員会および大蔵省，文部省の代表な

どが参加している。この管理委員会が協会の活動方針，

予算などを決定している。このほか機関としては会員総

会および理事があり，理事が業務の執行をしている。会

員は個人，団体および設立者からなり，それぞれの会費

負担が規定されている。なお本協会は上記使命を達成す

るため図書館を有し， ドイツの企業で働いている外国人

のためのドイツ語コースをも設けている。

(4) 国連協会 (InterNations e. V.) 

1952年設立された諸国問の関係を促進するためのドイ

ツの作業グ）レープである。その目的は友好的な協力とい

う意味で西ドイツと外国との関係を強化し，独自の方策

により外国のドイツに対する理解を深め，あるいはその

努力を促進することにある。したがって特に低開発国に

対する研究，援助ということは行なわれないが， ドイツ
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、し、 外国との専門グル •···プの問の仲介を し． また翻訳した

サード形式の図書解題をも っている。民間からの寄付金

．ど、祐人で政府からの補助金でtかなわれていな）

(5) ゲーテ協会 (GoetheInstitut) 

1932年設立され，戦後は1952年その活動を再開した。

その活動は

（イ） ドイツにおける講義機関。

（口） 外国における支所および諧義。

り 外国のドイツ語教師および文法学者の再教育コ

ース。

（二） 外国のドイツ語教f:1liのための教育課程。

にある。このため外国人のためのドイツ語の購義方法の

改善ならびに外国のドイツ語教師，文法学者に対する勧

告を行なうほか，外国でドイツ語の稗及に貢献した個人

にゲーテ賞の授与を行なっている。

1959年におけるドイツ語購義機関は14で， 5122人が参

加している。外国の支所は45で，現在2万7000の生徒を教

育している。多くの場合外国における語学コースから，

文化・ 情報センタ ーに組織的に発達している。第 3の外

国のドイツ語教師および文法学者の再教育コースは，

1953年以来夏コース (3週間）として実施している。現

在までの参加者はアフ リカ16名，ア ジア25名，ラテン ・

アメリカ14名を含め合計1330人に達している。第4のド
イツ語教師の教育課程は1956年以来実施しているもの

で， ドイツ語の知識がない場合20カ月， 予備知識がある

時は 1年にわたって行なわれている。現在まで 124人に

つき行なってきたが，その大部分は東南アジア，アフリ

カで占められている。なお本協会の資金は政府の援助I'こ

よっている。

(6) フリードリッヒ・エバ・ート財団 (Die Friedrich 

Ebert Stiftung E. V.) 

ワイマール共和国の初代大統領フリードリッヒ・エパ

ー トの追志に従って， かれの死後間もなく創設された。

当初の目的は才能ある青年に大学教育を受けさせること

にあった。その後ヒットラ一時代解散されたが， 1947年

再建され，その任務も広くつぎの諸点に広げられた。

（イ） 民主的精神をかん疵するための実際的な国民教

育。

（口） 学問的に才能ある青年に対する奨学金の付与。

り 諸国民の相互理解に役だっための国際的協力。

ドイツの民主主義の確立を主たる任務とするが，上記

第3の任務が低開発国とつながるものである。この任務

はさらにつぎの 3つの課題に分かれている。
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(i)国際連合の諸機関およし9、ふその特別機関との協

}J,＇ 

(ii)ヨー rl，，パの政治的・ 経済的・社会的・政策的

および文化的統一を促巡するための ヨー ロノパ統合賭

機関との協力。

(iii).I 956年秋， ニュ ーテリーの UNESC(）総会で決

ぷされた東洋と西洋の文化交流計画に対する協力。

なお会合場所としてDieH~imvolksschule der Fried-

rich-Ebert-Stiftung E. V.があ り， ここでは「アジアお

よびアフリカ固民の政治的・経済的および文化的向上」

というテーマの会合も行なわれた。また低開発国からの

留学生のために会合の機会を設けている。財1:-11の財政

は，一時的ないし定期的な会1叱のほか，産業界からの寄
付，連邦および‘}|1の補助金でまかなわれている。

(7) カール・デウスベルグ協会 (Carl Duisherg Ce-

sellschaft fur Nachwuchsfordernng E. V.) 

195(）年， 青年の向上と 自助のための国際協議会(Inter-

national er rat for J ugendaufstieg und Selbsthilfe, Deu-

tsche Gruppe)として生まれたものであり， 1955年上記の

ように改名された。本協会はもっばらあるいは問接的に

公共機関として青年の人間的ないし職業的教育に役だっ

すべての努力を推逃する ことを目的と している。なかん

ずく経済界の青年｝箇（熟練労働者， エンジニャ，油人，

農夫など）の外国との交換を推し逃めることを任務とし

ている。さらに協会は労働者の交換ということで，働い

ている若い外国人の世話もその任務と している。財政は

会1Itおよび問の内外の機閃からの寄付によっている。

(8) 教会

低開発国援助に教会が果たしている役割も無視できな

い。その多くが精神的なものであるが，伝逆を通じて実

際的活動も行なわれている。旧教と新教はそわ，ぞれ独1:.l

の活動を行なっている。その中央的組織は，旧教にあっ

ては Zentralkommiteeder Deutschen Katholiken, 新

教にあっては KirchlichesAuf3enamt der evangelischen 

Kirche Deutschlandに集約されている。 ドイツ ・カ`ノ

リジク中央委員会は1952年に創設されたが，すでに 5年

前より低開発国援助問題を扱っている。

3 コンサルタント団体

(1) コンサルティング・エンジニャ連盟 (VereinBe-

ratencler Ingenieure E. V.) 

1950年設立された自由な コンサルティング ・エンジニ

ャの集まりである。その 目的はつぎの諸点にある。

（イ） ＿J:.,サル・・チィンゲ ・．Tマこ・ジニャの本質と利益ー・

船こうし、・ての啓索、9

（口） コンサルテ ｛ンク・エン ジ．7-ヤ選出に当たって

の協力。

り戦業上の経験の交換。

（二） 団体お よび類似機関との友好関係の樹I,f・・°

紺講演および出版。

付 不正競争0)防 j|—.o

会員は一定の資格を有することが要求されている。す

なわち技術的に能力のある独立したエンジニャで，大学

の卒業試験に合格し，実務経験7年以上，年齢35歳以上

の者となっている。本連盟はヨー ロ・ノパ共同休の下部機

構， ドイツの技術機関，工業経済庁と密接な協力関係を

もち，外国貿易情報局，後進国財団などに対しても協力

関係をも っている。

(2) コンサルタント・エンジニャ組合 (DieGemein-

schaft unabhangigerberatender Ingenieurburos E. V.) 

本組合は登録企業の利益擁護を目的として1953年設立

された。組合は！監督官庁との交渉では梱成企業を代表す

るとともに， ＇楠報の提供，総合的な即発計画の準備に際

しての相談相手となるものである。低開発国の情報網と

も緊察な連係をもち，できるだけ完べきな情報を提供す

るとともに，低開発国援助に横極的に協力している。ま

た外国との競争条件を同● い^ーにするために，

（イ） 外国での技術的勧告および計画のための取り引

き高税の免除，

（口） 会員のための低利移住金融，

り 低l}f]発国における計画実施のための金融

を確保することを任務としている。会員は技術事務所で

コンサルティング業務をいとなみ，あるいは注文主の受

晶者として行動するこ となどがその資格要件として要求

されている。

なお本組合は世界銀行に登録しており ，したがって候

補者については詳細な物的および人的試験が行なわれて

いる。世界銀行でのコンサルティング ・エ ンジニヤに対

する要求が増すにつれ，その活動も活発化している。そ

の活動範囲も低開発国のすべてにわたっている。

（注 4) その他の使命を遂行する碓接的関係のある

業務を行なうことを認められているが，預金業務，当

座取り引 きおよび他人の計算での箭E券取り 引きは禁 じ

られている。

（注 5) この目的を達成するために必要な業務を行

なうことはもちろん認められているが，預金業務はそ

の性質I::認められない。
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I¥「 '（氏11i11も国翡杏研究機Ijil

調壺研究機関もかなり多IlI支にわにっている。い；｝）ゆる

研究機関から，貿易昇ない し産業界の要諮にこたえよう

とするもの市で含主れている。その性格もしたがって学

術研究的なものか砂情報収集的な もの主であろ。 前布に

は大学の付属研究所が，後者で(9‘誼it業団体の調森機閾な

いし地域別貿易団体がそのおもなも 0)である。ここで191

これを便‘1'1［日t.業界，貿易界および研究機WIに分けて考

察する。

1 )崩業1J I休

（］） ドイツ産業連盟 (Bunclesverhancl der Deutsche 

Industrie) 

ドイツJ産業迎iHIO)傘下には各稲I.てJj体がイf在している。

各業種別団体の活動もさることながら，その横の辿絡と

統一•はドイツ j危業連．llil を中心にして行｀｝げ）れているので

ここではそれについて考察する。 ・ ． 

ドイッ産業連冊が低開発国1}il}迅を本格的に取り上げて

この検討を始めたのは1957年，Arbeitsgemeinschaftfor 

die Zusammenarbeit mit den Entwicklungsltindern 

の結成以後のことである。 Jii門業迎冊の組級のうえでは

Gemeinschaftliche Ausschiisse und Arbeitskreise O) 

下部槻轟ぐ， Arbeitsgemeinschaft Auf3enhandel <ler 

Deutschen "Wirtschaft o)下に屈してい芦 しかもこの1訓

究グルー フは，傘下「s"J:I体のみ、な！9、）-J汀広く産業界，学界およ

び官界の1月係者をも集めている。さらに この価究グルー

プは個々 0），.り門分野に分かれており ，たとえ1̀j:「ドイツ
におけ名）外国人の乱II錬」， 「外国におけるドイツ教育機閃」

といった具休的な問題の検討を行なってぎたぐこの研究

グルー プは 1959年にArheitskreiseEntwicklungsleinder 

に発展的に解消した（．、 そのテーマも信用政策，資本移動，

外国貿易政策，原材料の安定および技術などに重点をお

き，国別分析も行なっている。その順点はインド，パキ

スタン，中近東，アフリカにあるといわれる。

なお低開発国との交流を緊密にするため1956年，総裁

Fritz Bergを目1長とする goodwill-missionが東面アジ

アに派辿されに。 ラテン ・アメリカ：こも同様の使節がお

くられている。

(2) ドイツ商工会議所 (DerDeutsche Industrie-uncl 

Handelstag) 

ドイ ツ面工会議所は傘下に81の会議所を有し， これら

会諮所間の協力と経験の交換を促進し，政府，［義会，そ

84 

の他の公共l幾佼jtこ l．．．業のIiii人的利益を代表することを11 

的としている。この1,1的からその活動分野もおのずから

限定されてく るが，低1)fi発国間屈にかなり幅広い活動を

行なっている。1952年活動を開始したが，而外経済委員

会 (DerAuGenwirtschaft Ausschuf3)， ヨー ［l.）バ委H

会 (EuropaAusschuB)の―！、打1(機構である「汁ji外地城と

の辿合」を扱うグループ， 「低l}｝l発llil援助l(/），；、l議ゲル

ーザがある。

ドイツ1罹「会議所は自由企業を尊手：することを建前と

している。したがって低開発国援助にしても，国家的援

助と自由慈思による投行が調和を保つよう 私的投府の促

巡を図っている。いいかえれぼ低開発1甜！援JJ）)のもとにl,1
由貿J,）；政染を推進する方1｛りを とるものといわ才しる。技術~

援助の面では外国の教IiIIi，史務家のlit話，企業に対する

受け入れ指導紆済省に対する協力などを行な っズ＼ヽ

るc 

(:l) 低開発国関係作業グループ (i¥rbeilsgemeinschnft 

Entwicklungsliinder) 

j959年ド f ツ ~[．：業共伺委且会 (Der Gemeinschaftaus・

schu{3 der Beutschen Gewerblichen Wirtschaft)によっ

て結成されたもので，低開発固援助の諸前提を工業経済

0)：1ク場から明らかにしようとするものである。しか し1汀

休である委負会自身，それを構成するIざ11休0)ii.iなる討議

機関であるという性格上，このグ）レーフら討識を主とし，

立れに決定が行なわれるにすぎない。しかしこのグルー

プはその活動に よっ て傘下団体および企哭I'こ·••定の原則

左与えることがねらいとされて＼ヽろり

2 地域別1ザl｛本

(1) 東南アジア協会 (OstasiatischerVerein) 

東南アジア協会は 日木を含め16カ地域を対象としてい

る。機関誌 L屈 derNachrichten, Rundsschreibenを通

じて対象地域の政府の旅第，計画から，すすんでは市場，

貿易，工業化，為替事梢から国家財政などにつき沢料を

供給している。さらに既存狩料の検討には専門家も動員

し，個々の国別委員会も設けられている。この委員会の

中には特こ「低開発国委員会」が組織されている。梢報

提供，調究と並んで諸国からの訪問者の1止話も行なって

いる。また年1回，外交的な意味でこれら諸国の公館お

よびドイツ政府の高官を拍いて交歓会を樅している。本

協会は外務省および経済省からもその権威を認められて

いるといわれ， ドイツおよびア ジアの閲係栽関から金融

的援助を受けている。
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(2) 中近東協会 (Nah-undMittelost-Verein) 

その歴史は古く， 1934年 DeutscherOrient-Verem O) 

名でベルリンに設立された。 1950年ハンブルグに移り，

名称も Nah-undMittelost-Vereinと改められた。 1960

年3月にはドイツ ・オリエント財団 (Deutsche Orient 

Stiftung)を設立している。

その目的は西ドイツと中近東の経済関係の一般的促

進， ドイツ人の当該地域における活動および中近東人の

ドイツにおける活動に必要な知識の供与を行なうことに

ある。

一方， ドイツ・オリ エント財団は文化，蘇術，学間お

よび現代史の各領域においてドイツとオ リエントの諸国

間の交流を促進するこ とを目的としている。 J！オトJ]はその

目的を達成するため DasDeutsche Institutと国別会合

をもっている。 前者はオリエントの現代史の研究を行な

うもので，オリ エント諸国からの原資料を有するみずか

らの Archivをもっている。

これら機関は従来私的な＇｛ぷ付によってその財政をよか

なってきた。

(3) ドイツ・アフリカ協会 (Deul~che Africa-Gesells-

chaft e. V.) 

1956年創設され，その目的はアフリカに対する啓蒙に

ある。対象はエジフトを含む全アフリカ地域とされてい

活動を行なっている。 これらの実務は連邦談会議長を含

む管理委員会によ って指禅され フレンターノ，エアハ

ルトを含む協議団の動告のもとに進められている。

(4) アフリカ連盟 (Afrika-Verein E. V.) 

その前身は1884年に設立された Synclikatfur West-

afrika-Vereinに始まり， 1903年には VereinWestafrika-

nischer Kaufleuteの機能を吸収し， 1934年に上記名称で

ハンプルグに設立された。アフリカ（エジプトを除く）

を対象とし，アフリカとの一般的関係を促進するいわゆ

る Lanclervereinに属する。アフリカに関心のある企業

および個人を結集し，アフリ カ大陸に対する経済的関係

0.）促進を主たる任務とするものである。このため各種経

済問題についての会員に対する教育，勧告， アフリカの

政治的発展についての紹介，移民の問題，通勅政策的な

必要性の検討，超国家的述合の問題，アフリカとの貿易

の供給および支払い条件，連邦および‘}|•I政府との意見交

換，アフリカからの訪問者の1せ謡といった幅広い活動

を行ない，投賓0)9.If能性などの検討も行なっている。

出版物としては年報 (Afri!ia-Wirtschaft)のほか，雑

誌、 Afrikaを出 し， さらに AfrikaPresseschauを発行

している。

3 研究機関

る。この任務はより具体的には， ドイツの研究機関， ことに経済関係のIi!［究機関はみご

（イ） アフリカにおける実際的研究の奨励と実施， とな統—ー・と辿絡がとれている。同一の研究がそれぞれ違

（口） 広義のドイツの技術援助に対する勧告， った研究機関で行なわれていることに変わりはないが，

り 各種の機関に対する唐門家の、意見の作成， 研究檄関相互の協力による共同研究が数多くなされ，実

（二） 梢報機関の設立， リ多き成果をあげるよう努力が払われている。委託調査

困出版物の発行， にしても， 政府ないし国際機関から直接研究機関にくる

にある。 目的達成のためフラグマスチ・ノク な方法がとら ものもないではないが，共同のパイプを有し共同作業が

れている。 すなわも各陪層に対する情報の提供としては 行ないやすい仕組みとなっ ている。この骨格をなすのが

年報をはじめとする出版物の出版を行なっている。経済 Die Arbeitsgemeinschaft Deutscher wirtschaftswissen-

界に対しては一般的な貿易政策についての討論，政治的 schaftlicher Forschungsinstituteである。ここではこの

色彩のある投資に対する勧告などを行ない， 学問的な面 連合体と， 2,3これ以外の機関についてふれる こととす

ではアフリカの自然的および人間的関係の学問的研究 る。

と，それをもとにしてたてられるアフリカ地域に対する (I) 経済研究所連合体 (Die Arbeitsgemeinschaft 

低開発国援助のために学術委員会 (Wissenschaftlicher Deutseher wirtschaftswissenschaftlicher Forschungs-

AusschuB)が設けられ，現在までに121人の専門家が協ヵ institute) 

している。この専門家グ）レープは地理，言語，教育，健 辿合体の目的は，研究所の連係によって実際的ないし

康施設，自然科学，鉱莱，産業および貿易， 公共労働， 経済政策的問題の作業という観点で./eの活動を相互に同

りも代史といった9部門に分かれている。このほかアフ リ 調させ，必要なかぎり 共同作業を行なう可能性を与える

力に対する研究奨励金を供与するほか， ドイツに留学し ことにある。このための実際的活動としてはつぎのよう

ているアフリカ人のために諸使宜を与えるなどの実際的 なことを行なっている。
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（イ） 構成員の活動，成果の相互交J災， このよ うな性格から，数多くある研究機関のうち低開

（口） 資料の紹介および準｛l前の相互援助， 発国間題を扱うものはいきおい限られてく る。

り 構成員の作業計画の相互調整， （2) 経済政策協会(Wirtschaftspoli tische Gesellschaf t) 

（二）共同テーマのディスカッションと課題割りあて 本協会は1947年創立された。 その目的は経済政策的諸

の共同作業， 賓料の収集と普及にある。目的はさらに詳しく はつぎの

紺 経済政治の問題， 官／一炉との他の機関よりの（l|究 4点に集約されている。

課題につき構成員の全部または一部と共同作業（同絲 （イ） ドイ ツ国民と他国民との共同生活の秩｝ギにおけ

をえた場合は研究所の名前で出版） る基本問題についての公的意見形成のための協力，

政治的ないし宗教的活動は行なわず，学問的認識の（足 （口） すべての機関に対する経済政策的ないし社会政

進にのみつとめる。とく に低開発国問題については， 策的基礎資料に関する作業，および一般的ないし政治

Arbeitskreise, Entwicklungsl社nderが結成されている。 的教育に関する作業，

構成員になりうる資格は研究所「J:l体および個人で， ドイ り西ドイツおよび世界における経済的・政治的お

ツの有力な研究所はすべて参加している。このおもなも よび文化的発展0)交互作用の継絋的な観祭とそれにつ

のをあげればつぎのとおりである。 いてのインフォメーションの提供，

Institut fur Weltwirtschaft an der Universitat Kiel 仁） 種々のグルーフ間の基本的問題の解明のため講

(Kiel) 油，会合の開催，

Hamburgisches Welt-Wir邸 hafts-Archiv(Hamburg) このよ うな目的達成のため雑誌 Offene Weltを発行
Deutsches Institut fur Wirtschaftsforschung (Berlin) 

し， また経済界の指遮者に対するインフォメーションと
IFO-Tnstitut fur Wirtscbaftsforschung (Miinchen) じCDer Beratungsbriefを出している。低開発国問題

Rheinische-¥Vestfalisches lnsti tut (Essen) は1951年以降取 り扱ってお り，低開発国援助がもつ世界

Bremer AusschuB fur "¥,Virtschaftsforschung (Bremen) 的意味と結果につき啓蒙的役割を呆たしている。本協会

なお，技術協力の問超をあっかっているアーヘンの は私的団体で，会風の会骰と雑誌収入などでまかなって

Forschungsinstitut fur internationale Technische Zusa・ いる。

mmenarbeit an der Techni叫chenHochschule Aache~ (3) 経済的および社会的発展のためのヨーロッパ連

もこの構成員である（なおこれら構成員の諸研究機閃に 合ードイツ・グループ(EuropaischeVereinigung fur 

ついては別に報告する）。 Wirtschaftliche uncl Soziale Enlwicklung: Deutsche 

一般に研究機関は大別すれば3つのグルーフに分かれ Gruppe E. V.) 

ている。 ヨーロノ パ各国の工業， 麻業，銀釘および学者より成

第1のグルーフは多かれ少なかれ経済0)全領域にわた る国際的な結合体で， 1953年設立された。人間に対する

るものである。もちろん山門的活動も行なうが，総合／iJf 尊牧と社会的正毅をうちたて，牛．産性のlriJ上， したがっ

究機関の性格をそなえているところに特徴がある。上記 . -c一般的な生活水準の向上を目的としている。涸際的に
Kiel, Berlin, Miinchenの研究所はこれに相当する。 も自由な経済秋／ギの実現に努力し，特にヨーロ ．ノパの統

第2のグループは専門的研究所である。専門分野が明 ．ーに独自のイニシ ァティヴをとることにより新しい刺激

確で，それぞれ瑯門研究所として活動している。 このグ を与え，西欧社会の強化に貢献してきたといわれる。低

ループには， LandwirtschaftlicheMarktforschung (Bra- 開発国問題を取 り扱ったのは1954年以降であり，その立

unschweig-V olkerocle), Agrarwirtschaft (Frei burg)， 場も世界経済の分業を実現するという立場に立ってい

Textilwirtschaft (Munster), Verbrauch (MUningberg) る。問加）分析は大部分当該専門分野の学者に委隊 さ

などが属している。 ）し，その学問的労作を経済人が補うという方向をとって

第3のグ）レーフは第 1およ（Y-第20）クルーフの混合 いる。その成果は経済あるいは学界の指禅者の直任ある

形態である。専門分野を限定せず重点主義で行なっ て 立場として公にされ，当局あるいはヨーロ yパの国際機

いる。上記 Hamburgisches Welt--wirtschafts--archiv, I月に建具されてい応

'Forschungsinslitule Iii-r Wi rlschaftspoliLik au cler 

Universitaten Kain uncl Mainzなどがある。
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